

































富 谷 玲 子
る口頭発表が非常に多かった｡
日本でも､国際交流基金が ｢JF日本語スタン
ダード｣を現在開発中である｡JF日本語スタン
ダードは､日本版CEFRとも言えるものであり､
言語能力観､言語教育の理念､言語能力評価など
を包括的に記述することを試みている｡また､連
動するように､日本語能力試験の改訂作業が進み
つつあり､2010年には新試験が実施される｡級制
度の変更 (4級制から5級制への改定)､試験の
構成の変更 (読む試験 ･聞く試験への再編)とい
う変更点の他､日本語能力記述などはJFスタン
ダードを背景とするものであるという｡
日本語教育は常に社会変動に敏感に反応しつつ
展開してきたが､2009年ほど話題の多い年は珍し
い｡定住化する外国人とその子ども (最近では移
民という枠組みでも考えられ始めている)に対す
る共通言語をどのように構築し教育として提供す
るのかという国内問題に加え､日本語能力試験制
度の改訂という日本語の国外普及の問題もあり､
さらにヨ-ロツパではCEFRに基づく教育内容
の再編が進められているのである｡
2009年は日本語教育の現在を傭轍するために
｢言語政策｣ という視点が必要であるということ
を強く意識させられる一年であった｡
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